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１．環境経営方針 

 

当社の経営理念の一つである「社業の発展と共に地域社会従業員の福祉に貢献する」に沿って、

本業である建設工事を通じて、地球温暖化問題への取り組みや地域の環境活動に自主的・積極的に

取り組みます。 

 環境に配慮しつつ技術・技能継承に取り組み工事の ICT化など効率的な手法を取り入れながらよ

り良い社会のインフラ整備への貢献を目標とし、従業員一丸となって継続的に改善活動に取り組ん

でまいります。          

〈環境保全への行動指針〉 

１．環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。 

２．創意工夫による省エネルギーにより二酸化炭素排出量の削減に努めます。 

３．廃棄物の発生抑制につとめ、建設副産物のリサイクル率の向上に努めます。 

４．適正な利用により水使用量の削減に努めます。 

５．環境に配慮した工事に努めます。 

 

 

制定日：2010年 6月 1 日 

改定日：2021年 3月 7 日 

 

全淡建設株式会社 

代表取締役 平川 智己 

 

 

２．事業所の概要 

 

（１）事業所名及び代表者氏名 

全淡建設株式会社 

代表取締役 平 川 智 己 

（２）所在地 

本  社：兵庫県南あわじ市松帆塩浜１２７ 

津名支店：兵庫県淡路市中田２０４－１ 

西淡ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ：兵庫県南あわじ市伊加利１９０７－６ 

南あわじﾀﾏﾈｷﾞﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ：兵庫県南あわじ市伊加利１８６９－４４ 

 

（３）環境管理責任者と担当者の氏名・連絡先 

環境管理責任者 田中 章文 

EA21事務局 総務部 田中 章文 

連絡先 電話 0799-36-2437  ＦＡＸ 0799-36-5056 

（４）事業活動内容 

   土木工事業、建築工事業、舗装工事業、水道施設工事業、 

一般廃棄物・産業廃棄物中間処理業、一般廃棄物収集運搬業 
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（５）事業規模 

   設立年月日   昭和 38 年 3月 26 日 

   資本金     ７，０００万円 

年間売上高   1,279百万円 （2022／60期） 

   従業員数    ３５人（R4.1.1現在） 

    本社 津名支店 西淡ﾘｻｲｸﾙｾﾝ

ﾀｰ 

南あわじタマネギリサイクルセンター 計 

従業員数※ 32 名 ※（1）名 1 名 2 名 35 名 

延べ床面積 952㎡ 88 ㎡ 35 ㎡ 1690㎡  

※(1)は、本社兼務を含む。 

受託した一般廃棄物収集運搬量 

種   類 運搬量 

一般廃棄物（野菜残渣） 1,859ｔ 

受託した廃棄物の処理量(2022年実績)     

種       類 処理量 うち再資源化 摘要 

産業廃棄物(がれき類（Co殻、As殻）) 15,187ｔ 15,186ｔ 99.99％ 

一般廃棄物(植物性残渣（廃たまねぎ等）) 1,859ｔ 1,859ｔ 
減容 0t 

堆肥  180t 

   車両台数 

    ８ｔダンプカー １台 

４ｔダンプカー 4 台 

    ３ｔダンプカー 2 台 

    ２ｔダンプカー 2 台 

    ４ｔトラック  2 台（南あわじタマネギリサイクルセンター） 

   主要設備 

    定置式コマツガラパゴス BR300J (破砕)１基（西淡リサイクルセンター） 

    クリモトインパクトクラッシャー(破砕)１基（西淡リサイクルセンター） 

    高速堆肥化処理施設       ２基（南あわじタマネギリサイクルセンター） 

（６）許可・登録の内容 

【建設業の許可】 

特定建設業の許可 

許 可 番 号 兵庫県知事許可(特-3)第 800200号 

許可の有効期間 令和 3年 11月 20日から令和 8年 11月 19 日まで 

建設業の種類 土木工事業、建築工事業、大工工事業、とび・土工工事業、石工事業、屋根工事

業、電気工事業、管工事業、鋼構造物工事業、舗装工事業、しゅんせつ工事業、

板金工事業、塗装工事業、防水工事業、内装仕上工事業、造園工事業、建具工事

業、水道施設工事業、解体工事業 

 

一般建設業の許可 

許 可 番 号 兵庫県知事許可(般-3)第 800200号 

許可の有効期間 令和 3年 11月 20日から令和 8年 11月 19 日まで 

処理能力 

３４４t/日(８時間稼働) 

処理能力 

20t/日･２基 
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1,859ｔ 

建設業の種類 さく井工事業 

種類 発行者 許可番号 許可の年月日 許可の有効年月日 

産業廃棄物の種類 

が
れ
き
類 

木
く
ず 

瓦
く
ず 

一般廃棄物 
収集運搬業 南あわじ市 

南あ廃収運 
第 4-17号 

令和 4 年 4 月 1 日 令和 6 年 3 月 31 日 ― 

一般廃棄物 
中間処理業 

南あわじ市 
南あ廃処分 

第 4- 3号 
平成 4 年 4 月 1 日 令和 6 年 3 月 31 日 ― 

産業廃棄物 
収集運搬業 
(積み替え保管：無) 

兵庫県 第 02809022543 号 令和 1 年 12 月 21 日 令和 6 年 12 月 20 日 ● ●  

産業廃棄物 
中間処理業 

兵庫県 第 02829022543 号 令和 3 年 10 月 25 日 令和 8 年 10 月 24 日 ●  ● 

（７）処理料金 

 処理料金については、産業廃棄物は西淡リサイクルセンター（0799-39-0298）、一般廃棄物は南あ

わじタマネギリサイクルセンター（0799-39-0041）までお問い合わせください。 

（８）廃棄物処理フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（９）環境経営組織図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般廃棄物 

収集運搬 

計量 中間処理(堆肥化) 

(社内) 

有価物 

(社外処理) 

180t 

産業廃棄物 

収集運搬 

計量 中間処理(破砕) 

(社内) 

不適物最終処分 

(社外処理) １ｔごみ 

有価物 

(社内処理) 15,160ｔ再生砕石   

有価物 

(社外処理) 26t 金属くず 

代表者 

社長 

環境管理責任者兼事務局 

総務部長 

環境委員会 

営業部 土木部 建築部 開発事業部 総務部 

各作業所長 

西淡リサイク
ルセンター 

各作業所長 

 

津名支店 
南あわじタマネギ 

リサイクルセンター 

持   込 
15,187ｔ 

減容 
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  役割・責任・権限 

代表者（社長） ・環境経営に関する統括責任 

  ・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備 

  ・環境管理責任者を任命 

  ・環境経営方針の策定・見直し 

  ・環境経営目標・環境経営計画書を承認 

  ・代表者による全体の評価と見直し、指示 

  ・環境経営レポートの承認 

 ・経営における課題とチャンスの明確化 

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理 

  ・環境関連法規等の取りまとめ表を承認 

  ・環境経営目標・環境経営計画書を確認 

  ・環境活動の取組結果を代表者へ報告 

  ・環境経営レポートの確認 

環境事務局 ・環境管理責任者の補佐、の事務局 

  ・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施 

  ・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成 

  ・環境活動の実績集計 

  ・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理 

  ・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施 

  ・環境関連の外部コミュニケーションの窓口 

  ・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付） 

環境委員会 ・環境経営計画の審議 

  ・環境活動実績の確認・評価 

部門長 ・自部門における環境経営方針の周知 

  ・自部門の従業員に対する教育訓練の実施 

  ・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告 

  ・自部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施 

  ・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成 

  ・試行・訓練を実施、記録の作成 

  ・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施 

全従業員 ・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚 

  ・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加  
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（10）建設現場等の概要（2022年度） 

   土木工事   18件 

建築工事      7件 

舗装工事   29件 

水道施設工事  1件 

（11）認証登録の対象組織・活動 

    登録組織名：全淡建設株式会社 

     事業所     本社 

             津名支店 

             西淡ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ

             南あわじﾀﾏﾈｷﾞﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ  

    事業活動内容：土木工事業 

建築工事業 

舗装工事業 

水道施設工事業 

一般廃棄物・産業廃棄物中間処理業 

一般廃棄物収集運搬業 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 福良港洲崎水門設置工事 
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□主な環境負荷の実績  

                                ※事業年度：1 月～12月 

※二酸化炭素排出係数は、 関西電力㈱2018年度実績の調整後係数 0.334㎏-CO₂/kWhを使用しています。 

＜2022 年度の二酸化炭素排出量の内訳＞単位：kg-CO2 

 項目 小計 事務所 建設現場 
西淡リサイク

ルセンター 

南あわじタマネギリ

サイクルセンター 

電力使用量 33,252 ○14,186 1,359 4,794 ○12,912 

ガソリン使用量 74,883 ○41,794 〇27,520 〇0 〇5,570 

軽油使用量 202,527 0 ○127,589 ○51,783 23,155 

灯油使用量 2,729 0 2,729   

LPG 使用量 1,980 120 1,860   

合計 315,371 56,099 161,058 56,577 41,637 

注）○印は、環境経営目標に設定した項目を示す。  

  

項目 単位 2019 年度 

2020 年度 

2021 年度 

2022 年度 

2019 年度内訳 

2020 年度内訳 

2021 年度内訳 

2022 年度内訳 

事務所 建設現場 西淡ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ 南あわじタマネギ 

リサイクルセンター 

二酸化炭素総排出量 ㎏-CO2 365,941 

377,054 

509,691 

315,371 

63,156 

62,521 

63,345 

56,099 

193,470 

208,353 

344,819 

161,058 

57,954 

62,625 

53,776 

56,577 

51,361 

43,555 

47,751 

41,637 

廃棄物排出量 トン 6,043.36 

3,092.95

574.00 

1,899.93 

  

 一般廃棄物排出量 トン 2.36 

1.95 

2.00 

1.93 

2.36 

1.95 

2.00 

1.93 

 

 産業廃棄物排出量 トン 6,041 

3,091 

572 

1,899 

 6,041 

3,091 

572 

1,899 

水使用量 ㎥ 1,373 

1,516 

1,577 

1,562 

799 

950 

1,044 

1,032 

0 

37 

44 

108 

22 

29 

24 

11 

552 

500 

505 

411 
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３．環境経営目標とその実績 

当社における環境経営目標とその実績は以下の通りです。 

№ 環境経営目標 
基準年度 

(2019 年度実績) 

2022年度 2023年度 2024年度 

目標 

（増減率） 
実績 

達成度 

 

目標 

（増減率） 

目標 

（増減率） 

1 

〔二酸化炭素排出量削減〕 

事務所電力使用による二

酸化炭素排出量削減 

㎏-CO2 

13,697 

※１ 

41,010kWh 

13,423～ 

13,971 

±2％範囲内 

40,190～ 

41,830kWh 

14,186 

 

42,473kWh 

× 

95％ 

13,423～ 

13,971 

±2％範囲内 

40,190～ 

41,830kWh 

13,423～ 

13,971 

±2％範囲内 

40,190～ 

41,830kWh 

2 

〔二酸化炭素排出量削減〕 

ﾀﾏﾈｷﾞﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ電力使用

による二酸化炭素排出量

削減 

㎏-CO2 

21,373 

※１ 

63,991kWh 

20,304 

（5％削減） 

60,791kWh 

12,912 

 

38,660kWh 

○ 

157％ 

20,091 

（6％削減） 

60,152kWh 

19,877 

（7％削減） 

59,512kWh 

原単位による 

㎏-CO₂/ｔ 

（ｔは、ﾀﾏﾈｷﾞ処理量） 

㎏-CO₂/ｔ 

6.09 5.78 6.94 
× 

83％ 
5.72 5.66 

3 

〔二酸化炭素排出量削減〕

ガソリン使用による二酸

化炭素排出量削減 

㎏-CO2 

79,151 

 

34,117ℓ 

 

75,985 

（4％削減） 

32,752ℓ 

 

74,883 

 

32,277ℓ 

〇 

101％ 

 

75,193 

（5％削減） 

32,411ℓ 

 

74,402 

（6％削減） 

32,070ℓ 

4 

〔二酸化炭素排出量削減〕 

建設現場軽油使用による

二酸化炭素排出量削減 

 

㎏-CO2 

161,950 

 

62,771ℓ 

 

155,472 

（4％削減） 

60,260ℓ 

 

 

127,589 

 

49,453ℓ 

 

〇 

122％ 

 

153,852 

（5％削減） 

59,632ℓ 

 

 

152,233 

（6％削減） 

59,004ℓ 

 

原単位による 

㎏-CO₂/百万円 

(百万円は年間出来高） 

㎏-CO₂/百万円 

137 131 80 
〇 

164％ 
130 129 

5 

〔二酸化炭素排出量削減〕 

西淡ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ軽油使用

による二酸化炭素排出量

削減 

㎏-CO2 

52,710 

 

20,430ℓ 

 

 

50,601 

（4％削減） 

19,613ℓ 

 

 

51,783 

 

20,071ℓ 

 

 

× 

98％ 

 

50,601 

（4％削減） 

19,613ℓ 

 

 

50,074 

（5％削減） 

19,408ℓ 

 

原単位による 

㎏-CO₂/ｔ 

（ｔは建設廃材処理量） 

㎏-CO₂/ｔ  

4.21 4.04 3.41 
○ 

118％ 
4.04 4.00 

〔二酸化炭素排出量削減〕 

上 記 小 計 ※３ 

㎏-CO₂ 

328,881 315,785 281,353 
〇 

112％ 
313,160 310,009 

6 
〔廃棄物排出量削減〕 

廃棄物可燃ごみの削減 

㎏ 

578 

555

（4％削減） 
537 

○ 

101％ 

549 

（5％削減） 

543 

（6％削減） 

7 
〔産業廃棄物の削減〕 

産業廃棄物のﾘｻｲｸﾙ率の向上 

99.45％ 99.00％ 

 

98.67％ 

※２ 

× 

99％ 

99.00％ 

 

99.00％ 

 

8 
〔水使用量の削減〕 

水使用量の削減 

㎥ 

1,373 

1,332 

（3％削減） 
1,562 

× 

85％ 

1,318 

（4％削減） 

1,304 

（5％削減） 
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№ 環境経営目標 
基準年度 

(2019 年度実績) 

2022年度 2023年度 2024年度 

目標 

（増減率） 
実績 

達成度 

 

目標 

（増減率） 

目標 

（増減率） 

9 
〔地域社会貢献活動〕 

河川清掃の実施他 

実施 

(15回) 

実施 

(15回) 

実施 

(15回) 

○ 

100％ 

実施 

(15回) 

実施 

(15回) 

10 

〔環境に配慮した設備、機器の導入〕 

自動車、建設機械、設備

機器の導入 

ﾊﾞｲﾌﾞﾛｺﾝｺﾝﾊﾟｸﾀｰ 1 台ｰ 

タイヤローラー 1台 

振動ﾛｰﾗｰ 1台 

Lゲートダンプ 1台  

サイテック３D  

ミニショベル油圧ショベル 

Lゲートダンプ 1台  

サイテック３D  

GNSS 

ミニショベル油圧ショベル 

○ 

100％ 

自動車 2台 

3tダンプトラック 1台  

複合機 1 台 

回送車 1 台 

 

3t ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ 1台 

11 
〔環境配慮型工事の提供〕 

環境配慮を考慮した提案 

提案件数 

3 件 

 

3 件 

 

3 件 

○ 

100％ 

 

3 件 

 

3 件 

※1 購入電力の排出係数については、電気事業者別二酸化炭素排出係数見直し 0.334㎏-CO2 

※2 リサイクル量(1873.27ｔ)÷廃棄物量（1898.53ｔ）×100％≒98.67％ 

※3 環境経営目標に掲げた項目の小計である。活動全体（2022年）の二酸化炭素排出量は 315,371㎏-CO2 

※4 達成度の計算式：（削減目標の場合）目標値÷実績値×100％、（増加目標の場合）実績値÷目標値×100％  

注意：化学物質の使用は、当社はない 

そらヴィラ海テラス新築工事 
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４．主要な環境経営計画の取組結果評価と次年度の環境経営計画 

№ 環境経営目標 環境経営計画の概要 評価と次年度の環境経営計画 

1 

〔二酸化炭素排出量削減〕 

事務所電力使用による

二酸化炭素排出量削減 

・空調機器 
①冷暖房温度を適正にする。 

②設備点検フィルターの清掃を行う。 
・照明 
①不要照明の消灯 

②昼休、不在時における消灯の徹底 
③照明機器 LED化へ 
・OA機器 

パソコンの省電力モードの活用 
①省エネ制度等を重視した OA機器の導入 

☑ 

☑ 

□ 
□ 
☑ 

 

☑ 

目標未達成 

適正範囲で管理するようにした。打

ち合わせや講習なども ONLINE で在

席しながらできるためその分は使

用量は増えている。イニシャルが伴

う LED化や空調、換気機器などの検

討をし、更なる削減を目指す。 

今年度も継続して取り組む。 

2 

〔二酸化炭素排出量削減〕 

タマネギリサイクルセ

ンター電力使用による

二酸化炭素排出量削減 

・空調機器 
①冷暖房温度を適正にする。 

②設備点検フィルターの清掃を行う。 
・照明 
①不要照明の消灯 

②昼休、不在時における消灯の徹底 
・処理施設 
①高速堆肥化処理施設の効率的な運転 

 
☑ 
☑ 
 
☑ 
☑ 
 
☑ 

 

目標達成(総量) 

目標未達成(原単位) 

搬入量が昨年に引き続き低水準で

あったことが原単位での未達原因

となっている。 

目標達成のため継続して取り組む。 

3 

〔二酸化炭素排出量削減〕 

ガソリン使用による二

酸化炭素排出量削減 

①エコドライブを心がける。 

②乗り合わせや移動要件をまとめ走行

し、使用量を削減 

③車両の軽量化 

☑ 

☑ 

 

☑ 

目標達成 

事業所全体のｶﾞｿﾘﾝ使用量削減に変
更し目標を達成できた。 
少量ではあるが充電式工具などへ
のシフトにより確実にｶﾞｿﾘﾝ発電機
の使用は減っている。 
次年度も、目標達成のため努力す
る。 

4 

〔二酸化炭素排出量削減〕 

建設現場軽油使用によ

る二酸化炭素排出量削

減 

①アイドリングストップ 

②新型建設機械の導入 

③効率的な運転計画 

☑ 

☑ 

☑ 

目標達成(総量) 

目標達成(原単位） 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ式発電機を多用した工事も終わ

り。総量並びに原単位とも達成すること
が出来た。 
次年度も、効率的な運転に努め目標達成

を目指す。 

5 

〔二酸化炭素排出量削減〕 

西淡ﾘｻｲｸﾙ軽油使用によ

る二酸化炭素排出量削

減 

①アイドリングストップ 

②効率的な運転計画 

☑ 

☑ 

目標未達成(総量) 

目標達成(原単位) 

総量では若干達成できなかったが原単

位は目標を達成できた。 
次年度も、総量と原単位で管理し削減に
努める。 

6 

〔廃棄物排出量削減〕 

廃棄物可燃ごみの削減 

 

①コピー用紙裏面使用 

②メール、スキャナーによる電子化 

③封筒等のﾘﾕｰｽ、ﾘｻｲｸﾙ 

☑ 

☑ 

 

☑ 

目標達成 

電子化による申請なども増えて
きたことも要因しているが、相
変わらず紙ベースでのチェック
や提出を要求する文書が増えて
いることは否めないが、積極的
に電子化を活用し今後も意識し
た削減努力を行う。 

7 

〔産業廃棄物の削減〕 

産業廃棄物のﾘｻｲｸﾙ率の

向上 

･産業廃棄物におけるリサイクル率

の向上 

□ 目標未達成 

建築工事における混合廃棄物が多

く出たため若干ではあるが目標を

達成することが出来なかった次年

度は達成できるように努力する。 

凡例 ☑ 取組が行われている。 

   □ 取組を強化する必要がある 
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№ 環境経営目標 環境経営計画の概要 評価と次年度の環境経営計画 

8 

〔水使用量の削減〕 

水使用量の削減 

･節水意識の浸透 ☑ 目標未達成 

達成することが出来なかった。清掃
や散水についても積極的に行って
きたためによる。 
近隣対策及び現場の施工上の観点
も踏まえながらではあるが節水に
ついては今後も、さらなる啓発と改
善策を検討していくこととする。 

9 

〔地域社会貢献活動〕 

河川清掃の実施他 

･地域社会貢献活動として河川清掃

活動等を行い地域の美化に寄与す

る。 

☑ 目標達成 

地域の環境、美化に寄与するこ

とが出来た。今後も可能な範囲

で地域貢献を実施したい。 

10 

〔環境に配慮した設備、機器の導入〕 

自動車、建設機械、設備

機器の導入 

･自動車、建設機械の導入、入替等に

ついては環境に対する規制値を考

慮し購入決定する。 

☑ 目標達成 

L ｹﾞｰﾄﾀﾞﾝﾌﾟやミニショベルなどの

導入及びサイテック３D,GNSS,杭ﾅ

ﾋﾞなどの設備を導入した。 

 

11 

〔環境配慮型工事の提供〕 

環境配慮を考慮した提

案 

･環境配慮を考慮した工事の提案を

行う。 

☑ 目標達成 

1.L ｹﾞｰﾄﾀﾞﾝﾌﾟにより運搬性能と騒

音問題に寄与できた。 

２．サイテック３D、GNSS、杭ﾅﾋﾞの

連携により無駄な待ち時間などが

削減でき施工速度及び精度も向上

した。 

３．ミニショベル、油圧ショベルの

導入により施工性能が向上したこ

とによる環境負荷が低減された。 

今後も継続して提案実施していく。 
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取り組み状況 

環境に配慮した ICT機器の導入 

 

３D モディファイ 

 

 

 

 

 

 



 

 13 

 

 

 

 

 

 

 油類流出事故訓練状況（実施日：2022年 3月 28日） 

 

 

 

  

社会貢献活動状況 

河川清掃、全島一斉清掃の日(ボランティア) 
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５．環境経営活動の取組結果の評価 

 事務所電力量については、削減限界が近づいたことで見直しを行い適正管理範囲内での変動にと

どめるよう努力したが結果達成することが出来なかった。軽油削減については、大幅に達成するこ

とができたが工事の種類や工事の量による変動が大きいが ICT機器の導入などにより生産効率は向

上しており原単位の数値で評価できる。 

 今後も継続し環境経営活動の充実を図りたい。 

６．環境関連法規等への違反、訴訟等の有無 

（１）当社に適用される主な環境関連法規等の遵守状況 

下記の通り環境関連法規及び条例を事業所、建設現場ともに遵守しており、違反はあ

りません。また関係当局より違反等の指摘も過去５年間ありません。 

№ 法律名・条例名 遵守すべき要求事項 遵守状況 

1 

廃棄物の処理及び清掃に関する

法律 

収集運搬・処分業者との適正な契約 

マニフェスト伝票の保管（A. B2. D. E） 

廃棄物置場の表示と保管基準の遵守 

遵守 

遵守 

遵守 

2 

騒音規制法 

 

特定建設作業の届出(7 日前まで) 

敷地境界線での規制基準（騒音 85dB）の

遵守 

遵守 

 

3 

振動規制法 特定建設作業の届出(7 日前まで) 

敷地境界線での規制基準（振動 75dB）の

遵守 

遵守 

4 

建設リサイクル法 対象建設工事の届出 

再資源化の完了報告（ｱｽﾌｧﾙﾄｶﾞﾗ、ｺﾝｸﾘｰﾄ

ｶﾞﾗ 100％再資源化） 

遵守 

遵守 

5 

建築基準法 建築確認申請書 

建築計画概要書 

建築工事届 

遵守 

遵守 

遵守 

6 水路業務法 水路業務法第 19条第 1項に基づく通報 遵守 

7 
フロン排出抑制法 エアコンの三ヶ月ごとの点検の実施、記

録 

遵守 

8 
災害時における応急対策業務に

関する協定（兵庫県） 

災害時における応急対策 

 

遵守 

9 
災害時における応急対策業務に

関する協定（南あわじ市） 

災害時における応急対策 遵守 

10 
作業所で同意するその他の要求

事項 

粉塵の発生防止、アイドリングストップ 遵守 

                          （遵守確認日：2022年 12月 25日） 

（２）環境関連訴訟等の有無 

 

環境関連訴訟等に関して過去 5年間に１件も発生しておりません。  

なお、関係当局より違反等の指摘はありませんでした。                                        
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７．代表者による全体評価と見直し・指示の結果 

実施日：2023年 2月 23日 

                           代表者：代表取締役 平川 智己 

 今期から、事務所の電力量は削減限界が近づいたことで適正範囲で管理するようにしました。建

設工事については総量についても原単位についても目標を達成できました。 

また、課題とチャンスを踏まえ取り組み始めた ICT機器の利用については、コロナ禍における接

触機会の低減にもなるため積極的に導入を進めた結果、効率化が図れつつあると思います。これに

ついては、施工工事の精度向上と生産性向上を目指し今後もエコアクション 21 とリンクした形で

継続して取り組みを続けたいと思います。 

 

      環境経営方針    ☑ 変更なし  □ 変更あり 

      環境経営目標・計画 ☑ 変更なし  □ 変更あり 

      実施体制      ☑ 変更なし  □ 変更あり 

  

                   

 


